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　と　　　き

平成19年１/17（水）
　　13：30～15：30

　　　　１/24（水）
　　13：30～15：30

　　　　１/31（水）
　　13：30～15：30

　　　　テ　　ー　　マ

子どもの人権
「あなたは子どもを大事にしていますか」

同和問題
「人権確立への取組みと現状」

女性の人権
「妻が僕を変えた日」

　　　講師およびオープニングアトラクション

関根トミ子氏（保護司　埼玉県子育てアドバイザー）
＊オープニング　熊谷しいのみコーラス

石田貞氏（東日本部落解放研究所副理事長）
＊オープニング　エプロンスイング

広岡守穂氏（中央大学法学部教授）
＊オープニング　ゼンガークライス

◆人権政策課　3内線356　◆社会教育課　3内線388

ハートフルセミナー （人権問題講演会）
ところ  熊谷文化創造館さくらめいと 月のホール　申込み  電話で人権政策課または社会教育課へ。
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人権ポスター

まちを愛し、地域を愛し、
                人を愛する心をめざして

　
10
月
21
日
、
第
4
回
大
里
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
で

開
催
さ
れ
、
各
市
町
の
小
学
校
5
・
6
年
生
の
特
選
作
品
（
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
）
な
ど
の
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
本
市
小
学
生
の
特
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

12月10日は「人権デー」、12月4日～10日は、「人権週間」です。

12月10日～16日は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。
啓発週間を機に拉致問題に対する関心を一層高めていただくようお願いします。

人権ポスター・標語作品展 と　き　12月４日（月）～８日（金）
ところ　市役所１階ホール南

人権標語

ら　ち

ビズやエコ・ドライブの実践、マイカーから公共交
通機関に切り替えるなど、日常生活を見直して、
地球にやさしいライフスタイルを実践しましょう。

WARM　BIZ 
　暖房時のオフィスの室温を２０℃程度に設定し、"寒
い時は着る"  "過度に暖房機器に頼らない" そんな原
　　　　　　　　　　点に立ち返り、暖房に必要な
　　　　　　　　　　エネルギー使用量を削減する
　　　　　　　　　　ことによって、地球温暖化を
　　　　　　　　　　防止することを目的とした取
組みが「WARM  BIZ」です。 
　熊谷市役所チーム・熊谷市議会チームは、ともに
チーム・マイナス６％に取組んでいます。ぜひ皆さ
んも重ね着をするなど身近にあるもので暖かくして、
暖房に頼り過ぎない生活を実践してみませんか。

　　　　　　　　　  ◆環境政策課　3内線409

みんなで止めよう温暖化

チーム・マイナス6％
熊谷市役所・熊谷市議会チーム
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図
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。
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障
害
者
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関
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問

題
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い
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障
害
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な
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ら

の
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談
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応
じ
、
必
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な
支
援
お

よ
び
援
助
を
行
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ま
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。

※
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。
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情
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図
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重
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害
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に
対
し
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支
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用
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ど
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常
生
活
用
具
を
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付
ま
た
は
貸
与
し
ま
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。
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外
で
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、
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す
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創
作
的
活
動
や
社
会
と
の
交
流

の
促
進
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　私たちは快適な生活をおくるために、電気・ガス・ガ
ソリンなどを使用しますが、これらを使用するとき
に二酸化炭素などの温室効果ガスが発生します。
　地球温暖化は、この温室効果ガスの増加が原因と
いわれており、その排出量は年々増加しています。
このままでは地球の平均気温が上昇し、異常気象の
多発や海面が上昇するな
ど、人類の生存基盤を脅
しかねない事態が生じる
と予想されています。
　地球温暖化の原因となる温室効果ガスの削減を目
指して、２００５年２月、「京都議定書」が発効しました。
日本は、このなかで、温室効果ガスの排出量を１９９０
年比で６％削減することを約束しています。この約
束を達成していくためには、私たち一人ひとりも温
室効果ガスを減らす取組みを実践することが必要で
す。１２月は「地球温暖化防止月間」です。ウォーム・

みんなで防ごう地球温暖化 12月は地球温暖化防止月間です

　
本
市
で
は
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
自

立
と
社
会
参
加
を
促
進
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
か

ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
自

立
支
援
給
付（
介
護
給
付
・
訓
練
等
給

付
・
自
立
支
援
医
療
・
補
装
具
）
の
ほ

か
市
の
事
業
と
し
て
「
地
域
生
活
支

援
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

3528-3620
（身体障害者関係）

3528-3618
（知的障害者関係）

FAX528-3619
3584-2506
（知的障害者関係）

FAX584-5081
3572-8830
（知的障害者関係〈原則として就労者〉）

FAX572-8829
3599-2020
（精神障害者関係）

FAX520-5528

宮町2-65

（障害福祉会館内）

深谷市小前田2691

深谷市宿根1297

石原519-5

大里障害者生活支援センター
（受託施設　埼玉療育園・しくね育成園）

障害者生活支援センターはなぞの
（受託施設　花園学園）

しくね育成園

向陽

施　　設　　名　　　　　住　　　所　　　電話・ＦＡＸ

ウォーム　　　　　  　  ビ ズ
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　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が文化会館で行われました。　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が文化会館で行われました。

文化功労者は、岡嶋一夫氏、志村武久氏、星山春雄氏です。また、教育関係職文化功労者は、岡嶋一夫氏、志村武久氏、星山春雄氏です。また、教育関係職員１４１４１人も表彰されまも表彰されま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆社会教育課　◆社会教育課　3内線389389
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●熊谷市役所3048-524-1111

　氏は、昭和28年３月青山学院大学

文学部英米文学科を卒業後、アメリ

カの新聞社勤務を経た後、県立熊谷

女子高等学校等の英語教諭、県立熊

谷高等学校教頭、県立行田女子高等

学校校長を歴任しました。

　平成３年、熊谷市国際交流協会の

設立と同時に、熊谷市ボランティア

通訳会（現熊谷市国際交流協会通訳

部会）の初代会長および協会理事に就

任しました。

　平成５年２月、ニュージーランド

のインバーカーギル市を訪問し、姉

妹都市提携署名式に、そして同年４

月、本市での署名式にそれぞれ出席

しました。また、平成13年には、イ

ンバーカーギル市長から文化大使に

任命されました。姉妹都市提携10周

年を迎えた平成15年２月にはインバ

ーカーギル市を再訪問し、姉妹都市

提携再署名式に出席しました。

　さらに、直実市民大学をはじめ多

くの講演会に講師として招かれ、国

際関係に幅広い知識と経験を生かし

た講演活動を行い、異文化への理解

を広めることに尽力しました。

　このように、本市における国際

交流活動の第一人者として、また、

異文化交流事業の普及・発展に大

きく貢献した功績は誠に顕著であ

ります。

　氏は、東京芸術大学油画科におい

て、梅原龍三郎・安井曽太郎・林武

の３師に師事し、画業を研鑚しまし

た。

　卒業後、専攻科を修了し、選抜新

人展に出品、新人賞を受賞しました。

その後フランスのルーヴルにある美

術学校に２年間留学する等、優れた

才能と熱意を持つ郷土出身の画家で

あり、全国で活躍している画家たち

と多くの会を結成し、各地で展覧会

や個展を開催しています。とりわけ

熊谷市内において、数多くの個展を

開催し、芸術を愛する多くの市民に

多大な影響を与えました。

　また、一貫して画家としての道を

歩み、中央画壇をリードしている氏

は、埼玉県美術展覧会、県北美術展、

熊谷市美術展に審査員として参考出

品し、多くの画家に影響を与え、指

導的な立場で芸術文化の振興に貢献

しました。

　さらに、母校である県立熊谷高等

学校の80周年記念館建築に際して、

120号のステンドグラスを８面制作、

加えて、本市に代表的な作品を22点

寄贈するなど、芸術文化の裾野を広

げる役割を担いました。

　このように、本市の芸術・文化の

振興・充実に大きく貢献した功績は

誠に顕著であります。

　氏は、昭和29年３月に埼玉大学教

育学部を卒業後、公立中学校の教

諭、熊谷市教育委員会保健体育課指

導主事、同課長補佐、大里教育事務

所指導主事、寄居町立用土中学校校

長を務めました。再び大里教育事務

所において指導課長、管理主事兼次

長、所長を歴任した後、熊谷市立富

士見中学校校長を務め、平成６年３

月まで通算40年間にわたり終始一貫、

教育者としての職責を強く自覚しな

がら、職務に精励し、熊谷市はもと

より、大里教育事務所管内の教育の

向上に貢献しました。

　退職後は、平成６年10月から熊谷

市教育委員会教育長として、熊谷市

の学校教育、社会教育の振興に、日

夜精励しました。特に、平成８年に

は、不登校の児童生徒を支援する適

応指導教室「さくら教室」を開設し、

学校適応に関する理論を調査・研究

し、実践しました。

　また、熊谷市の文化振興拠点として、

市民の文化芸術活動を支援し、文化教

養の向上を図るための複合機能を有

する施設、「熊谷文化創造館」の計画・

建設に惜しみない力を発揮しました。

　このように、優れた人格と卓越し

た統率力により本市の教育の向上、

芸術・文化の振興に寄与した功績は

誠に顕著であります。

岡嶋一夫氏
（７２歳）見晴町

おか   じま   かず     お

星山春雄氏
（７６歳）筑波

ほし   やま   はる   お

文化功労者の表彰
　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が文化会館で行われました。

文化功労者は、岡嶋一夫氏、志村武久（志邨武久）氏、星山春雄氏です。また、教育関係職員155

人も表彰されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　◆社会教育課　3内線389

志村武久
　　            （７６歳）楊井

し     むら   たけ   ひさ
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籠
原
保
育
所
、玉
井
保
育
所
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と
ぶ
き
乳
児
保
育
園
、
ス
ダ
ナ
保

育
園
、
し
ら
こ
ば
と
保
育
園
、
こ

と
ぶ
き
花
ノ
木
保
育
園
に
入
所
し

て
い
る
乳
幼
児
の
保
護
者
が
、
籠

原
駅
を
利
用
し
て
い
る
場
合
や
勤

務
時
間
の
関
係
で
、
保
育
所
の
開

所
・
閉
所
時
間
で
の
送
迎
が
困
難

な
場
合
な
ど
に
、
入
所
し
て
い
る

保
育
所
へ
の
送
迎
や
一
時
保
育
等

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
か
ご

は
ら
こ
と
ぶ
き
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
た
は
こ
と
ぶ
き
乳
児
保
育
園

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
　
６
時
30
分
〜
21
時︵
月

　
〜
金
曜
日
︶

７
時
〜
18
時
︵
土

　
曜
日
︶

利
用
料
金
　
乳
幼
児
　
１
人
１
日

　
１，
０
０
０
円︵
飲
食
費
を
除
く
︶

と
こ
ろ
　
か
ご
は
ら
こ
と
ぶ
き
保

　
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
か
ご
は
ら
こ
と
ぶ
き
保
育
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
　
新
堀
６
６
２

　
　
　
　

3
５
３
３-

０
７
７
６

◆
こ
と
ぶ
き
乳
児
保
育
園
　

　
　
　
　

3
５
３
２-

２
９
１
６
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●妻沼行政センター3048-588-1321　●大里行政センター30493-39-0311

子
育
て
支
援
事
業

平
成
19
年
度

市
立
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
入
室
の
受
付

　
本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　利　用　料　金

1日
3歳未満児　3,000円
3歳以上児　2,500円

時間単位でもお預かりし
ます。
1時間　700円

年齢に関係なく1日4,000円

※時間単位でもお預かり
　します。1時間800円

電話番号

524-1178

532-2916

524-9876

520-6112

530-3618

531-0344

533-0776

599-0022

所　在　地

肥塚808-3

三ヶ尻6338-2

池上576-1

円光2-10-10

玉井1154-3

三ヶ尻1817

新堀662

筑波3-202
ティアラ21４階

　実施保育園

新里保育園

ことぶき乳児保育園

ほしのみや保育園

第三なでしこ保育園

しらこばと保育園

ことぶき花ノ木保育園

かごはらことぶき
　　保育ステーション

新里第２保育園

●
一
時
保
育

　
保
護
者
の
仕
事
の
都
合
や
病
気

あ
る
い
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る

た
め
等
で
、
一
時
的
に
児
童
の
保

育
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
、
左
記

の
各
保
育
園
で
児
童
を
お
預
か
り

　所　在　地

平戸1090

今井1136

三ヶ尻6338-2

池上576-1

円光2-10-10

筑波3-202

電話番号

522-2059

524-8181

532-2916

524-9876

520-6112

599-0022

　実施保育所

くるみ保育園

第二くるみ保育園

ことぶき乳児保育園

ほしのみや保育園

第三なでしこ保育園

新里第2保育園

　
市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
日
中
不
在

に
な
っ
て
い
る
、
主
と
し
て
小
学

校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児

童
を
対
象
と
し
て
、
放
課
後
児
童

︵
学
童
︶の
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
４
月
か
ら
、
市
立
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
へ
入
室
を
希
望
す
る

方
の
申
込
受
付
を
、
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
平
成
19
年
１
月
11
日

　
︵
木
︶
〜
18
日︵
木
︶︵
日
曜
日
を
除
く
︶

申
込
方
法
　
学
童
保
育
登
録
申
請

　
書
、勤
務
証
明
書
な
ど
必
要
な
書

　
類
を
添
え
て
、入
室
を
希
望
す
る

　
児
童
ク
ラ
ブ︵
左
記
の
市
立
放
課

　
後
児
童
ク
ラ
ブ
一
覧
表
を
参
照
︶

　
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書
、

　
勤
務
証
明
書
な
ど
の
用
紙
は
、各

　
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
保
育
課︵
市

　
役
所
２
階
︶
に
あ
り
ま
す
。

※
２
か
所
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
る

　
小
学
校
区
︵
熊
谷
東
小
、
熊
谷

　
西
小
、石
原
小
、大
幡
小
、熊
谷
南

　
小
、
籠
原
小
︶
で
は
、
人
数
の

　
調
整
が
あ
り
、
ご
希
望
に
添
え

　
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
予

　
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
保
育
課
　
3
内
線
２
９
６

市立放課後児童クラブ一覧表
　　児童クラブ名

荒川児童クラブ

石原児童クラブ

東児童クラブ

西児童クラブ

雀宮児童クラブ

大幡児童クラブ

箱田児童クラブ

新堀児童クラブ

佐谷田児童クラブ

大麻生児童クラブ

玉井児童クラブ

別府児童クラブ

第２石原児童クラブ

第２大幡児童クラブ

南児童クラブ

籠原児童クラブ

第２東児童クラブ

第２箱田児童クラブ

大里さくら児童クラブ

大里第２さくら児童クラブ

長井児童クラブ

妻沼南児童クラブ

妻沼児童クラブ

受付場所

入室を希
望する児
童クラブ

受付時間

９時～
15時

12時～
15時
※１/13
　（土）の
　み９時
　～15時

電話番号

522-0802

524-0601

525-1928

532-1841

521-2673

525-7710

523-1081

533-4562

524-5361

531-3611

533-2875

531-3615

522-6428

525-2219

521-1120

531-2412

526-6325

526-2541

0493-39-5570

536-1591

588-7974

589-1621

589-3310

　　所　　　在　　　地

荒川児童館内（河原町2-173）

石原児童館内（本石1-10）

東児童館内（銀座4-9-6）

西児童館内（新堀新田576-1）

雀宮児童館内（上之1305-1）

大幡児童館内（代597-4）

箱田高齢者・児童ふれあいセンター内（中央1-149）

新堀小学校内（新堀182）

佐谷田小学校内（佐谷田1030）

大麻生小学校内（大麻生51）

玉井小学校内（高柳116-1）

別府小学校内（西別府29-1）

石原小学校内（石原3-1-1）

大幡小学校内（代681）

熊谷南小学校内（榎町343）

籠原小学校内（新堀1143）

熊谷東小学校内（末広3-4-1）

熊谷西小学校内（中央1-1）

吉見小学校内（箕輪7）

市田小学校内（小泉243-1）

長井小学校内（上根358）

妻沼児童館内（弥藤吾692-1）

妻沼小学校内（妻沼1492-1）

定員

40人

40人

40人

40人

40人

40人

40人

40人

40人

40人

60人

40人

40人

40人

30人

40人

40人

40人

60人

35人

50人

40人

70人
あ
ら
か
じ
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市
政
情
報

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

●
熊
谷
市
役
所

3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

防
災
情
報
を
市
か
ら

携
帯
電
話
等
に

　  

メ
ー
ル
配
信
し
ま
す

　
防
災
行
政
無
線
で
は
、
災
害
に

つ
い
て
の
重
要
な
情
報
、
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
い

建
物
に
反
響
し
て﹁
聞
こ
え
な
い
﹂

﹁
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
﹂﹁
放
送
内
容
が
知
り
た
い
﹂

な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
く
ら
し
の
テ
レ
ホ
ン

ガ
イ
ド
等
を
通
じ
て
放
送
内
容
を

お
問
合
せ
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
災
害

時
や
緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
、

携
帯
電
話
の
電
子
メ
ー
ル
機
能
を

活
用
し
て
、
放
送
内
容
を
メ
ー
ル

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
11
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
電
子
メ
ー
ル
配
信
の
内
容

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内

容
を
配
信
し
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
電
話

　
次
の
電
子
メ
ー
ル
機
能
が
使
用

で
き
る
電
話
機

・
ｉ
モ
ー
ド
︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
︶

・
Ｅ
Ｚ
ｗ
ｅ
ｂ
︵
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
︶

・Y
a
h
o
o
!

ケ
ー
タ
イ

　

︵
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
︶

・
Ｌ
モ
ー
ド
︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
︶

※
一
部
利
用
で
き
な
い
機
種
が
あ

　
り
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
は
利
用

　
で
き
ま
せ
ん
。

●
利
用
料

　
登
録
時
の
通
信
費
お
よ
び
メ
ー

ル
受
信
時
の
通
信
費
︵
１
回
の
メ

ー
ル
受
信
に
つ
き
２
円
程
度
︶
の

み
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
登
録
方
法

　
登
録
方
法
は
、
下
記
の
と
お
り

携
帯
電
話
等
を
操
作
し
て
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
左
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
操
作

手
順
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵h

tt

p
://

w
w
w
.city.k

u
m
ag
ay
a
.lg

.

jp
/
k
a
k
u
k
a
/
sh
im
in
/
a
n
sh
in

a
n
ze
n
/
in
d
e
x
.h
tm

l

︶
ま
た
は

安
心
安
全
課
、
大
里
行
政
セ
ン

タ
ー
、
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
安
心
安
全
課
　
3
内
線
３
３
３

登録サイトQRコード

ボーダフォン
の表記がある機種
（従来の機種）

ｉＭＥＮＵ

メニュー/検索

タウン情報/行政

トップメニュー

カテゴリーで探す

ライフ

行政サービス

全国

Yahoo!ケータイ（ボタン）

Yahoo!ケータイ
（Yahoo!JAPAN）

メニューリスト

くらし・健康

行政

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼
ウェブ

（ボタンの機種あり）

ボーダフォンウェブ
（直接次に進む機種あり）

メニューリスト
（Yahoo!JAPAN）

くらし・健康

行政

Lボタン

メインメニュー

Lメニューリスト

行政サービス

行政公共機関

全国
▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

テレモ自治体情報

関東甲信越（地域・50音）

マイタウン熊谷市

メールサービス（登録・変更・解除）
※未登録の場合は［メールサービス登録］画面が、登録済みの場合は［登録済みです］の画面が表示されます。

　　　　　　　　　　　　＊＊＊メールサービスご利用にあたってのお願いとご注意＊＊＊
1.メールは通信回線の混雑状況や機種によっては遅れたり届かない場合があります。
2.ご利用されている方が電波の届かない場所や通話中などの場合は、メールが遅れたり届かない場合があります。
3.メールアドレスを変更する場合は、一度登録を解除して、新規に取得したアドレスで改めて登録を行ってください。
4.携帯電話の機種によっては、地域設定が必要な場合があります。携帯電話に記載されている手順に従って設定してください。

テレモからメールが届かないときはメールの［指定受信］に
mail.telemo-mobile.ne.jpまたはalert＠mail.telemo-mobile.ne.jp
を受信可能な状態に設定した後に登録してください。
※詳しくはお近くの携帯電話販売店でお尋ねください。　

公
式
サ
イ
ト
操
作
手
順
　 

対
象
地
域
選
択
　 
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
登
録
・
解
除
画
面
呼
出

受信メールを開封

送られてきたＵＲＬを選択

設定する

［完了］を選択して終了

登録する場合

登録する

（利用規約）承諾する

メールサービスの登録（ドメイン指定確認）

メール送信
■本文内の記載事項はそのまま送付

テレモから「登録画面呼び出し」メールが届きます

［解除］を選択して終了

登録を解除する

登録を解除する場合

   

登
録
・
解
除

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

熊谷市防災情報メールサービス登録・解除手順

▼
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市
政
情
報
標
語
「
税
金
を
　
正
し
く
納
め
て
　
豊
か
な
暮
ら
し
」 

松
村 

紫
生
里
さ
ん

 

土
曜
日
も
一
部
業
務
を

 

行
い
ま
す

︻
12
月
の
開
庁
日
︼

　
２
・
９
・
16
・
23
日

︻
取
扱
時
間
︼

　
８
時
30
分
〜
17
時
15

分

︻
取
扱
場
所
︼

　
市
役
所

　
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

　
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

︻
取
扱
業
務
︼

・
住
民
票
の
写
し
・
証
明
書
の

　
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録
業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行

　
業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

◆
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　
3
内
線
２
１
６

固
定
資
産
税
の

　
　
　
　
　
課
税
基
準
日

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

年
末
年
始
の
火
災
予
防

「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受

け
取
ら
な
い
」は
、き
れ
い
な

選
挙
の
合
言
葉

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防

止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
今
年
も
12
月
31
日
を
調
査
期
日

と
し
て
、﹁
工
業
統
計
調
査
﹂
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
は
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
・
県
・
市

等
の
施
策
立
案
の
基
礎
資
料
と
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
大
学

な
ど
で
経
営
や
研
究
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
調
査
で
知
り
得
た
秘
密

を
他
に
漏
ら
す
こ
と
は
法
律
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
庶
務
課
　
3
内
線
２
２
４

12
月
15
日︵
金
︶〜
平
成
19
年
１
月

３
日︵
水
︶

重
点
目
標

●
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
脇
見
運
転

の
防
止

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
飲

　
年
末
年
始
に
な
り
ま
す
と
、
何

か
と
忙
し
く
、
火
の
取
扱
い
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
慎
重
な
取
扱
い
と
念
入
り

な
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
依
然
放

火
に
よ
る
も
の
で
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
放
火
さ
れ
な
い
環
境

づ
く
り
に
取
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

放
火
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
　

①
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
、
照
明

　
で
明
る
く
す
る
。

②
外
出
時
や
就
寝
時
に
門
扉
、
車

　
庫
、
物
置
等
に
鍵
を
か
け
る
。

③
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出
す
。

④
普
段
か
ら
隣
近
所
と
の
協
力
体

　
制
を
強
め
て
お
く
。

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部

予
防
課

　
　
　
　

3
５
２
２-

９
９
９
１

　
年
末
・
年
始
は
贈
り
物
の
多
く

な
る
季
節
で
す
。
し
か
し
、
政
治

家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
た

め
に
、
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守

る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
政
治
家
や
候
補
者
は
、
選
挙
区

内
の
人
に
次
の
よ
う
な
寄
附
を

す
る
こ
と
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ

ま
す
。

○
年
末
・
年
始
に
贈
り
物
を
す
る

　
こ
と

○
出
産
、
入
学
、
卒
業
、
就
職
な

　
ど
の
お
祝
い
に
、
お
金
や
品
物

　
を
贈
る
こ
と

○
開
店
祝
い
な
ど
に
花
輪
を
贈
る

　
こ
と

○
お
祭
り
や
町
内
会
な
ど
の
集
ま

　
り
に
、
お
金
や
飲
食
物
を
届
け

　
る
こ
と

○
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、

　
弁
当
や
飲
物
を
差
し
入
れ
た
り
、

　
バ
ス
代
な
ど
の

費
用
を
負
担
し

　
た
り
す
る
こ
と

　
ま
た
、
政
治
家
は
、
選
挙
区
内

の
人
に
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
な
ど

の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
３
９
７

　
平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
は
、
平
成
19
年
１
月

１
日
現
在
の
登
記
簿
上
の
名
義
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
年
内
に
売
買
な
ど

を
さ
れ
て
も
、
所
有
権
移
転
の
登

記
が
完
了
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

従
前
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
登
記
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

◆
資
産
税
課
　
3
内
線
２
５
４

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
税
務
課

酒
を
し
た
ら
絶
対
に
運
転
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、飲
酒
を
伴
う

会
合
な
ど
に
は
、
車
を
運
転
し
て

い
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

　
子
ど
も
や
高
齢
者
が
関
係
す
る

交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、子

ど
も
や
高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
を

持
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る

と
き
は
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反

射
材
の
着
用
を
心
が
け
る
と
と
も

に
、
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

●
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
徹
底

　
交
差
点
を
通
る
と
き
は
安
全
を

十
分
に
確
認
し
、
と
び
出
し
や
無

理
な
横
断
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
一
時
停
止
の
交
差
点

で
は
、
自
転
車
も
必
ず
止
ま
り
ま

し
ょ
う
。

◆
安
心
安
全
課
　
3
内
線
２
８
５

か
ぎ
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●
熊
谷
市
役
所

3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

平
成
19
・20
年
度
物
品
等
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

市
制
度
融
資
の
ご
案
内

埼
玉
県
の
勤
労
者
向
け
融
資
制
度

（
勤
労
者
支
援
資
金
）の
ご
案
内

熊
谷
市
中
小
企
業
退
職
金

共
済
掛
金
補
助
制
度

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
は
お
忘
れ
な
く

知っていると安心な防犯対策

地域ぐるみで防犯対策

償
却
資
産
申
告
書
を

　
　
　
　
　
送
付
し
ま
す

　
市
へ
の
物
品
の
納
入
等
に
係
る

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

物
品
等︵
定
時
受
付
︶

　
物
品
の
納
入
、
建
物
施
設
維
持

　
管
理
等
の
委
託
お
よ
び
建
設
資

　
材
の
納
入

受
付
期
間
　
平
成
19
年
１
月
15
日

　
︵
月
︶〜
２
月
９
日
︵
金
︶
︵
土
・

　
日
曜
日
は
除
く
︶

受
付
時
間
　
９
時
〜
11
時
30
分
、

　
13
時
〜
16
時

受
付
方
法
　
持
参
の
み

受
付
場
所
　
６
０
１
会
議
室
︵
市

　
役
所
６
階
︶

提
出
書
類
　
平
成
19
・
20
年
度
物

　
品
売
買
等
競
争
入
札
参
加
資
格

　
審
査
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類

資
格
の
有
効
期
間
　
平
成
19
年
４

　
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

◆
契
約
室
　
3
内
線
５
１
５

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
農
業
推
進
班
長
を
通
じ

て
、
農
家
世
帯
に
配
布
す
る
﹁
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
﹂
に
基
づ
き
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
な
い

と
、選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
ず
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
申
請
書
を
12
月
中
旬
ま
で

に
配
布
し
ま
す
の
で
、
申
請
も
れ

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
が
届
か
な
い
時

や
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
業
推
進
班
長
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
３
９
７

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
４
０
７

　
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
事
業
用
資
産︵
償
却
資
産
︶
を

所
有
す
る
方
は
、
償
却
資
産
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
用
紙
を
12
月
上
旬
に
発
送

し
ま
す
。

◆
資
産
税
課
　
3
内
線
２
５
３

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

②
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

　
20
人
︵
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に

　
つ
い
て
は
５
人
︶
以
下
　

③
市
内
に
工
場
、
店
舗
ま
た

は
事

　
業
所
等
を
有
し
、
１
年
以
上
の

　
事
業
実
績
の
あ
る
も
の
で
、
か

　
つ
市
税
を
完

納
し
て
い
る
こ
と

補
助
期
間

　
事
業
主
に
対
し
て
36
か
月

補
助
率
・
補
助
額
　
年
間
掛
金
総

　
額
の
20
％
以
内
。
た
だ
し
、
従

　
業
員
１
人
あ

た
り
の
掛
金
が
１

　
か
月
５，
０
０
０
円
を
超
え
る
場

　
合
は
、
５，
０
０
０
円
を
限
度
と

　
し
て
補
助
金
を
算
出
し
ま
す
。

申
請
締
切

　
平
成
19
年
１
月
９
日
︵
火
︶

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
４
９
９

対
象
事
業
所

①
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に

　
加
入
し
て
い
る

　
市
で
は
、
中
小
企
業
向
け
の
事

業
資
金
を
融
資
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま
す
。

１，
０
０
０
万
円
ま
で
の
小
口
資

金
は

・
小
口
事
業
資
金
︵
無
担
保
・
有

　
保
証
人
︶

・
特
別
小
口
事
業
資
金
︵
無
担
保
・

　
無
保
証
人
︶

と
っ
さ
の
資
金
繰
り
に
は

・
緊
急
経
営
安
定
資
金
︵
３
０
０

　
万
円
ま
で
︶

高
額
な
資
金
が
必
要
ま
た
は
利
子

負
担
が
軽
い
も
の
は

・
長
期
経
営
近
代
化
振
興
資
金︵
商

　
工
中
金
取
扱
い
︶

・
経
営
合
理
化
資
金
︵
国
民
生
活

　
金
融
公
庫
取
扱
い
︶

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
４
６
７

　　対　　象　　資　　金

応急資金
（災害、事故、傷病、賃金遅払い等）

一般生活資金
（出産、結婚、育児、高利貸し借替等）

補修資金
（住宅の補修に必要な資金)

教育資金
（高校、大学等の入学金、授業料等)

失業資金
（失業により必要となった生活資金)

限度額
利　率

100万円
2.2％

100万円
2.5％

200万円
2.95％

200万円
1.9％

100万円
1.9％

○
利
率
は
改
正
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
の
で
事
前
に
ご
確
認

く
だ

　
さ
い
。

○
別
途
、
保
証
料(

０.

６
〜
０.

８

　
％)

が
必
要
で
す
。

○
申
込
み
に
当
た
っ
て
の
要
件
と

　
中
央
労
働
金
庫
の
審
査
が

あ
り

　
ま
す
。

◆
県

勤
労
者
福
祉
課

　
3
０
４
８-

８
３
０-

４
５
１
８

　侵入盗（空き巣等）の犯人の多くが、その地域での犯行
をあきらめる理由として挙げるものは、「近所の人に声を
かけられた」「近所の人からじろじろ見られた」というもの
だそうです。
　日頃から笑顔であいさつを交わし、地域での各種活動
を活発に行い、住民の連帯感を高めておくことが大切で
す。また、ゴミの出し方など、生活上のルールを個人個
人が守ることは、まちの暮らしやすさの第一歩であると
同時に、防犯上の重要なポイントになります。ルールが
守られていないまちは住民同士の連携が弱い、スキの多
い地域と見られるからです。

　犯罪者はこんなまちを狙います
　  ・住民同士が無関心
　  ・壁や塀に落書きが多い
　  ・ゴミ出しのルールが守られていない
　  ・街灯が少なく、暗がりが多い
　  ・違法駐車、放置自転車が多い

　　　　　　　　　　　◆安心安全課　3内線339
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市
政
情
報
標
語
「
納
め
よ
う
　
世
代
は
め
ぐ
る
　
未
来
の
た
め
に
」 

斉
藤 

奨
弥
さ
ん

農
閑
期
の
農
地
に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

様
式
等
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

不
用
農
薬
・
農
薬
容
器
の

　
　
　
処
理
に
困
っ
た
ら

平
成
18
年
度

熊
谷
市
優
秀
技
能
者
の
表
彰

熊
谷
市
企
業
紹
介
支
援
サ
イ
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ  

く
ま
が
や
」

登
録
料
無
料
！
地
元
企
業
を
市
が

紹
介
し
ま
す

　
地
元
企
業
や
商
店
の
情
報
や
求

人
情
報
が
満
載
で
す
。
登
録
事
業

者
も
募
集
中
で
す
。

　h
ttp

://
w
w
w
.b
e
a
r-
v.c

o
m
/

︵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。︶

◆
産
業
振
興
課
　
3
内
線
５
０
５

改
正
内
容

①
手
帳
に
顔
写
真
貼
付
　

②
手
帳
申
請
に
お
け
る
添
付
書
類

　
は
、
精
神
障
害
を
事
由
と
し
た

　
特
別
障
害
者
給
付
金
を
現
に
受

　
給
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書

　
類
︵
特
別
障
害
給
付
金
受
給
資

　
格
者
証
︶
で
も
可
能
に
な
り
ま

　
し
た
。

◆
障
害
福
祉
課
　
3
内
線
５
３
１

◆
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
3
０
４
８-

７
２
３-

１
１
１
１

　
農
地
に
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法

投
棄
を
行
う
悪
質
な
業
者
が
暗
躍

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悪
質

業
者
と
、資
材
置
場
と
し
て
農
地
を

貸
す
契
約
を
結
び
、い
つ
の
間
に
か

ゴ
ミ
等
が
投
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
資
材
置
場
な
ど
に
転
用
す
る
場

合
は
、面
積
や
期
間
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
農
地
転
用
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。農
地
転
用
に
関
し
て
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
４
０
７

　﹁
Ｊ
Ａ
く
ま
が
や
﹂で
は
、
不
用

と
な
っ
た
農
薬
・
農
薬
容
器
等
を
皆

さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
、１
月
中
旬

に
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
ま
す
。

　
処
理
費
用
、
具
体
的
日
程
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
農

協
支
店
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
Ｊ
Ａ
く
ま
が
や

生
産
購
買
課

　
　
　
　

3
５
２
４-

８
７
２
２

道路に水をまかないで

　　 気をつけて！
路面凍結事故にご注意を

消費者トラブルの金額は、さらに高額化！

図２　県内の契約金額別件数の割合（埼玉県消費生活支援センター調べ）

◆市民相談室　3内線283

ち
ょ
う
ふ

　
11
月
23
日
、
市
民
ホ
ー
ル
で

平
成
18
年
度
熊
谷
市
優
秀
技
能

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
技
能
者
と
し

て
同
一
職
種
に
30
年
以
上
従
事

し
、
優
秀
な
技
能
を
持
っ
た
方

が
対
象
で
、
今
回
は
次
の
方
が

表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

染 

谷 

政 

示 

氏
︵
捺
染
業
・
59
歳)

　
氏
は
染
物
職
人
と
し
て
、
36
年

の
経
験
を
生
か
し
、
伝
統
的
工
芸

品
の
江
戸
小
紋
の
技
法
を
身
に
つ

け
、
数
多
く
の
実
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

大 

澤 

　 

夫 

氏
︵
建
具
職
・
64
歳
︶

　
氏
は
建
具
職
人
と
し
て
、
48
年

の
経
験
を
生
か
し
、
木
製
建
具
・

横
格
子
戸
工
事
等
磨
か
れ
た
技
能

と
細
か
な
技
術
で
、
数
多
く
の
実

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　 

井
　  

直 

氏
︵
左
官
職
・
68
歳
︶

　
氏
は
左
官
職
人
と
し
て
、
50
年

の
経
験
を
生
か
し
、
優
れ
た
技
術

で
一
般
木
造
住
宅
・
社
寺
建
築
・

茶
室
づ
く
り
県
指
定
文
化
財
等
手

掛
け
、
数
多
く
の
実
績
を
残
し
て

い
ま
す
。

木 

村 

重 

藏 

氏
︵
製
麺
職
・
70
歳
︶

　
氏
は
製
麺
職
人
と
し
て
、
51
年

の
経
験
を
生
か
し
、
熊
谷
市
の
小

麦
粉
を
使
用
し
た﹁
地
粉
う
ど
ん
﹂

を
開
発
し
高
い
評
価
を
得
る
な
ど
、

数
多
く
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

◆
商
業
観
光
課
3
内
線
４
７
７

な
っ
せ
ん

め
ん

消費生活相談：月・火・水・金（祝日除く）9：30～16：00

　平成17年度の相談件数は、減少していますが、その主な要因は、
架空・不当請求（ハガキ等の送りつけ）が各種規制措置により大幅
に減ったことによるものです。
　一方、１件あたりの平均契約金額は、平成16年度は約92万円でし
たが、平成17年度は132万円になり、トラブルの金額が高額化して
います。また、高齢者や判断不十分な方の相談が増えてきています。
　その他、若い世代は、通信販売等の架空・不当請求被害の相談が
多く、年代が高くなるにつれ訪問販売の相談が多くなっています。
　悪質商法には十分注意し、おかしいなと思ったらぜひご相談くだ
さい。

（2005年度消費生活相談から）

図１　県内の消費生活相談件数の推移
                                 　　　　　　      （埼玉県消費生活支援センター調べ）

H16年度

H17年度

　(万件)
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０　
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１
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〜
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上

60％
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０
5.7 7.9

50.8
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市
政
情
報

納
期
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
普
通
徴
収︵
６
期
︶

納
期
限
　
12
月
25
日︵
月
︶

※
安
全
・
便
利
・
確
実
な
口
座
振
替

　
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合

介

　
護
保
険
課
3
５
０
１-

１
３
３
０

納
期
の
お
知
ら
せ（
12
月
分
）

納
期
限
　
12
月
25
日︵
月
︶

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
︵
３
期
︶

●
国
民
健
康
保
険
税
︵
６
期
︶

※
市
税
の
納
入
は
、安
全
、便
利
、

　
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で

　
実
施
中

◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

総
務
税
務
課

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
﹂に

は
、
地
球
温
暖
化
や
大
気
汚
染
の

防
止
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
一
日
10
分
間
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を

や
め
れ
ば
、燃
料
費
も
ガ
ソ
リ
ン
乗

用
車
で
は
、年
間
約
５，
０
０
０
円︵
ガ
ソ

ソ
リ
ン
約
51
リ
ッ
ト
ル
︶、大
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
で
約
８，
０
０
０
円︵
軽
油
約

95
リ
ッ
ト
ル
︶
も
削
減
で
き
ま
す
。

◆
環
境
政
策
課
　
3
内
線
３
０
４

皆で楽しんだ文化祭
　９月30日、第42回銀杏祭が開催されました。今年は学校関係
者のみの公開でしたが、150人ほどの来場者があり、予想を上回
る盛大なものになりました。
　各クラスは、様々な企画と装飾で工夫を凝らしました。ステ
ージ発表では、ギター部、合唱部、吹奏楽部、演劇部、有志な
どが日頃の練習の成果を披露しました。また華道部、書道部、美
術部、新聞部、漫画研究部、保健委員会、２年生総学などの展示や、
茶道部、クッキング同好会、コンピューター部がそれぞれの持
ち味を生かした企画で来場者を楽しませてくれました。生徒も
来場した方々も、共に楽しめた文化祭だったと思います。
入賞した団体は次の通りです。
　＊最優秀賞　合唱部　＊優秀賞　２年２組
　＊校長特別賞　茶道部・演劇部　
　＊Ｔシャツコンテストグランプリ　３年３組
クラスの団結を深めた体育祭　―練習も盛り上がったよ!!―
　悪天候のため予備日の10月11日に行われました。２・３年生
の９クラス190人が、優勝をめざし
て競い合いました。 
　今年はクラス数の減少のため種
目が見直され、クラスの協力が必
要な種目がさらに増えました。
「大縄跳び」やリレーなど、何日

も前から練習を重ねるクラスや、文化祭でそろえたＴシャツを
着用するクラスもあり、クラスのきずなが深まった体育祭でし
た。総合成績は次の通りです。
　優勝　３年１組・３年４組　　第３位　３年２組
修学旅行実施される　―テーマは芸術・文化・歴史・友情―
　10月29日～11月１日の３泊４日で、２年生が関西方面の修学
旅行に出かけました。本校最後の修学旅行です。
　第１日　宝塚劇場で歌劇の鑑賞。劇・歌・華やかな衣装に魅
　　せられ、夢のような時間を過ごしました。
　第２日　ＵＳＪ（ユニバーサル・スタジオ・ジャパン）見学。
　　一日たっぷりと映画の世界に浸りました。
　第３日　神戸｢人と防災未来センター｣および北野異人館巡り。
　　語り部の方の話に真剣に耳を傾け、震災について学びました。
　第４日　京都東山の見学。清水寺付近を班ごとに散策し、昼
　　食は湯豆腐をいただきました。
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）が設置される
　10月４日、全職員を対象にＡＥＤを用いた応急手当の講習会
が開かれました。ＡＥＤとは、人が倒れたとき、心臓に電気シ
ョックの治療が必要な状態かどうかを判断し、また操作手順を
音声で案内して電気ショックを実行する機器です。
　操作は思っていたよりも簡単でしたが、人命にかかわること
だけに、参加者は真剣に取組んでいました。
◆市立女子高校  3521-2878  http://www.kumaichijo.ed.jp 

家
電
５
品
目
は

　
　
　  

リ
サ
イ
ク
ル
へ

　
家
電
製
品
の
う
ち
、テ
レ
ビ
・
エ
ア

コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機

は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法︵
平
成
10
年

６
月
法
律
第
97
号
︶
の
対
象
で
あ

り
、ご
み
と
し
て
集
積
所
に
出
せ
ま

せ
ん
。
メ
ー
カ
ー
や
購
入
さ
れ
た

販
売
店
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
全
般
に

つ
い
て
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
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０
１
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３
１
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◆
廃
棄
物
対
策
課

3
内
線
４
５
３

◆
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

         

3
５
２
４-

７
１
２
１

　10月12日、熊谷スポーツ文化公園で、管内事業所
の自衛消防隊18事業所20隊が出場し、日頃の訓練
の成果を披露しました。
　成績は次のとおりです。

 優　勝　四季の湯温泉 自衛消防隊
 準優勝　ホテル ヘリテイジ 自衛消防隊
 三　位　日立金属株式会社熊谷工場Ｂ 自衛消防隊
 入　賞　ゼリア新薬工業株式会社 自衛消防隊
 入　賞　株式会社ニコン熊谷製作所 自衛消防隊　
 入　賞　東工業株式会社 自衛消防隊

第17回自衛消防隊初期消火訓練指導会

◆熊谷地区消防本部 予防課　3５２２-９９９１

大縄跳び大縄跳び大縄跳び

路
の
通
行
の
障
害
と
な
り
、
周
り

の
見
通
し
を
悪
く
す
る
な
ど
、
大

変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、﹁
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条

例
﹂
に
違
反
し
た
は
り
紙
、は
り
札

お
よ
び
立
看
板
等
は
市
が
撤
去
し

ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
道
路
上

に
は
障
害
物
等
を
出
さ
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
管
理
課
　
3
内
線
３
２
６

◆
維
持
課
　
3
内
線
５
４
１

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
道
路
上
の
立
看
板
、
置
看
板
、

生
垣
お
よ
び
植
木
鉢
な
ど
は
、
道

と　き

いちょう

こ

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
所
日
は
30
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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●
熊
谷
市
役
所

3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

　   と      き

12/ 8（金）～10（日）

12/14（木）～19日（火）

12/21（木）～26日（火）

12/23（土・祝）
14：00 ～16：00

　　　　　  　内　　　　　  　     容

まちの駅ギャラリー　ネパールの女性達の作品展示・販売　　　　　　 （ネパールの子ども達の就学を支援する会）

まちの駅ギャラリー  昔着物と和布小物の展示即売会

まちの駅ギャラリー　ケグラニアン                    ガラス作品展・販売
昔あそび（ベーゴマ、シャボン玉、スポーツ吹き矢で遊ぼう）
ミニ古本市

宮本町254（上熊谷駅隣）
3524-1722

■［アグリパーク］ 3567-1212 開設時間 10：00～18：00 　
　　　　　　　　　　　12月6日（水）・29日（金）～平成19年1月2日（火） 休館
■［めぬま物産センター］ 3588-0090 開設時間 9：30～18：00（日・祝は17：30まで）
　　　　　　　　　12月31日（日）～平成19年１月5日（金） 休館

家庭ごみの収集日

 燃えるごみの収集日
【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日
 ごみ袋…透明袋・半透明袋（レジ袋も可)

 燃えないものの収集日

※車両火災を防ぐために　内容物（ガス）が残っているスプレー
　カン・カートリッジボンベが収集車の中で発火する事故が『不燃ごみ
　の日』に頻発しています。スプレーカン、カートリッジボンベは
 『ビンの日』に収集しますので、使いきってから必ず穴をあけ、ビン
　とは別にして透明袋で出してください。
※有害ごみ（蛍光管、乾電池、カガミ、体温計）は、 市役所（地下入口
　横）、行政センター、登録された自治会館や地区集会所などに設置し
　てある回収箱へ出してください。

  資源物（紙類）と粗大ごみの収集日
市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日（毎週１回）
に収集します。
※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは、「熊谷市く
　らしのカレンダー」３０ページをご覧ください。
※年末の臨時収集日程は「熊谷市くらしのカレンダー」または、平成１８
　年度年末・年始のごみ収集日程（お知らせ）をご覧ください。

　　 ◆環 境 美 化 セ ン タ ー　3５２４-７１２１
　　 ◆大里行政センター市民環境課　3０４９３-３９-４８０２
　　 ◆妻沼行政センター市民環境課　3５８８-９９８８ 

　      収　　 集　　 日
12/ 6 （水）、1/10（水）
12/13（水）、1/17（水）
12/20（水）、1/24（水）
12/27（水）、1/31（水）

　　  種　　　類
資源物（カン）
資源物（ビン）
資源物（ペットボトル）
不燃ごみ

弥藤吾720

決められた日に、8時30分までに出してください。

　 と     き
12/9（土）・10（日）
 10：00～16：00
12/10（日）
 9：00～17：00
12/16（土）
 ①10：30～
 ②14：00～
12/24（日）
 10：00～
平成19年
1/3（水）～5（金）
 10：00～

　　      内　容・費　用
生産量県下1位を誇るヤマトイモを
使った和菓子の販売

雑貨・衣類等のフリーマーケット

①ハンギング（午前） ②寄せ植え（午後）
費用：各3,500円（昼食または軽食付）

アグリパークにて1,000円以上お買い
上げの方に花苗プレゼント（先着100人）

新鮮な地元野菜の販売

お菓子など盛りだくさん

  催し・講習会

第5回大和いもまつり

フリーマーケット

迎春用
ガーデニング講習会

歳末感謝祭

新春野菜即売会

新春福袋販売

 物産センター
　12月9日（土）・10日（日）　歳末大売出し 直売コーナー全品5％引き

歳
末
た
す
け
あ
い

　
慰
問
金
を
交
付
し
ま
す

「
ミ
ニ
く
ま
」
を
登
録
商
標

申
請
中
で
す

　
歳
末
に
重
度
の
障
害
児
等
に
、

歳
末
た
す
け
あ
い
事
業
と
し
て
、

本
人
︵
家
族
︶
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
慰
問
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象

　
熊
谷
市
在
住
の
20
歳
未
満
で
、

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

●
身
体
障
害
者
手
帳
　
１
級
・
２

　
級
の
方

●
療
育
手
帳
　
◯
・
Ａ
・
Ｂ
の
方

交
付
額
　
８
千
円

申
請
・
交
付
期
限
　
12
月
27
日︵
水
︶

　
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

　
８
時
30
分
〜
17
時
︶

申
請
に
必
要
な
も
の

　
①
障
害
者
手
帳

　
②
印
鑑

申
請
・
交
付
す
る
と
こ
ろ
　
左
記
へ
。

◆
熊
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
熊
谷
支
所
　
本
町
１-

９

　
　
　
　

3
５
２
１-

２
７
３
５

・
大
里
支
所
　
向
谷
３
７
３-

１

　
3
０
４
９
３-

３
９-

０
４
７
１

・
妻
沼
支
所
　
弥
藤
吾
２
４
５
０

　
　
　
　
3
５
８
８-

２
８
８
８

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
く
ま
が
や
は
特
許

庁
に
登
録
商
標
の
申
請
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
熊
谷
市
の
ミ
ニ
野
菜﹁
ミ

ニ
く
ま
﹂
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

　﹁
ミ
ニ
く
ま
﹂は
、
地
元
産
な
の

で﹁
新
鮮
﹂
、普
通
サ
イ
ズ
よ
り﹁
使

い
や
す
い
﹂
、
そ
し
て
カ
ッ
ト
野
菜

よ
り﹁
鮮
度
長
持
ち
﹂が
特
徴
で
す
。

　
現
在
、
ミ
ニ
野
菜﹁
ミ
ニ
く
ま
﹂

は
Ｊ
Ａ
く
ま
が

や
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
箱
田

店
・
久
保
島

店
、
八
木
橋
百

貨
店
、
市
内
佐

谷
田
の
一
部
の

ス
ー
パ
ー
お
よ

び
桶
川
市
内
の

一
部
の
ス
ー
パ

ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
地
産
地
消
推
進
協
議
会
事
務
局

　
︵
農
業
振
興
課
内
︶
　

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
４
４
２

年末年始休業 12月27日（水）～平成19年1月3日（水）

譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す

　
ご
家
庭
内
で
使
わ
な
く
な
っ
た

﹁
譲
り
た
い
も
の
﹂や
、あ
る
と
い
い

な
と
思
う﹁
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
﹂の

情
報
を
登
録
し
て
譲
り
合
い
、も
の

を
大
切
に
有
効
に
使
う
制
度
で
す
。

登
録
対
象
品
　
家
具
、
家
電
品
、
家

　
庭
日
用
品
、
子
ど
も
用
品
な
ど

登
録
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接
、市

　
民
活
動
推
進
課︵
市
役
所
２
階
︶へ
。

◆
市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
２
８
６

Ａ

登録商標に申請中の「ミニくま」
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くらしの

情報情報
Information

催　し催　し

●熊谷市役所　3048-524-1111
　http://www.city.kumagaya.lg.jp/

●大里行政センター
　　　　　　　30493-39-0311

●妻沼行政センター
　　　　　　　3048-588-1321

●熊谷市役所3048-524-1111〒３６０-８６０１宮町2丁目４７-１

          熊谷市成人式

　成人式を迎えられる方、ご家族
の方、おめでとうございます。輝
かしい門出を祝う成人式にご出席
されますようご案内します。
対象者　昭和６１年４月２日から昭和
　６２年４月１日までに生まれた市内
　在住の方
とき　平成19年1月8日（月・祝）
受付　9：00～、式典 10：00～
ところ　熊谷スポーツ文化公園　
　彩の国くまがやドーム 体育館　
※案内ハガキを１２月中旬に発送します。
※熊谷市に住民登録のない方で出席を
　希望される方は、１２月２５日（月）まで
　に下記へご連絡ください。
※ご家族の方も２階観覧席でご覧にな
　れます。
※会場案内図、臨時バス（熊谷駅正面口
　⇔くまがやドーム）の時刻表など、
　案内ハガキでお知らせします。
◆社会教育課　3内線389

　　　　  酉の市

　高城神社で熊手等の縁起物が販
売されます。
とき　12月8日（金）
ところ　高城神社境内
◆商業観光課　3内線312

　 市指定無形民俗文化財
  池上の獅子舞「新春奉納獅子舞」

とき　平成19年1月1日（月・祝） 

　13：30～14：30（予定）

ところ　古宮神社（池上）

◆社会教育課　3内線394

　　　　 出初め式

とき　平成19年1月6日（土） 
　12：30～15：00

ところ　高城神社、市役所前、熊谷

　駅前などの熊谷市街地１０箇所（予定）

◆商業観光課　3内線312

  観音山おまつり・だるま市

とき　平成19年1月8日（月・祝）

ところ　観音山・龍泉寺（三ヶ尻）

内容　だるまの販売 ほか

◆龍泉寺　3５３２-３４３２

 第２回新春！
 ぺたぺたペッタンもちつき大会

対象　市内在住の子どもと保護者
とき　平成19年1月14日（日）
　10：00～14：00
ところ　熊谷運動公園（小島）
定員　先着３０人
費用　１人３００円
申込み　１２月１５日（金）～２７日（水）に
　費用を添えてこども課（市役所２階）へ。
◆こども課　3内線255

  第２７回
  フォーラムくまがや２００７

とき　平成19年1月27日（土） 
　13：00～16：00（12：30開場）
ところ　文化センター文化会館
定員　５００人 
内容　①講演：テーマ｢自分を生
　きるということ｣

　講師：吉永みち子氏（ノンフィク
   ション作家）
　②コンサート 原田勇雅氏（バリ
　トン・熊谷高校出身）

こ  みや

　③男女共同参画推進表彰 
　※手話通訳、保育（２歳以上の未就学
　　児）あり。申込時にお知らせください。
申込み　１２月１１日（月）から電話・
　FAX・ハガキまたはEメールで
　下記へ（申込先着順に整理券発行）。
◆男女共同参画室
　3５９９-００１１　 ５９９-００１２
　〒３６０-００３７　筑波３-２０２ テｨアラ２１ ４階 
　男女共同参画推進センター内
　Ｅメール danjokyodo@city.kumagaya.lg.jp

　荒川大麻生公園
　　自然ふれあいイベント

●わくわく野あそび隊
  「子ども鳥博士 森の１０種」
とき　12月17日（日）
　10：00～12：00（雨天中止）
ところ　荒川大麻生公園
 （多目的広場駐車場に集合）
費用　大人３００円 
　小学生以下１００円　
　※保険代など 
定員　３０人
申込み　開催前日までに電話で下記へ。　
◆（財）埼玉県生態系保護協会
　3０４８-６４５-０５７０

　 第７回 
　 かごはら光の散歩みち 

とき　12月9日（土）～平成19年
　1月13日（土）
ところ　籠原駅南口駅前広場
点灯式　１２月９日（土） １７：００～
◆かごはら光の散歩みち実行委員会（小林）
　3５３３-７０６７
  （ホームページ）http://www.kagohara‐shoren.com/

とり

で     ぞ

  熊谷産小麦を使用した
　　   うどんづくり講習会

とき　平成19年1月20日（土）　
　9：30～12：30
ところ　農業活性化センター「アグリメイト」
参加費　３００円
講師　奈良加工研究会コスモス
定員　２０人（抽選）

講　習講　習

ゆう   や
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●妻沼行政センター3048-588-1321●大里行政センター30493-39-0311

申込み　往復ハガキ（１人１通）に郵便
　番号・住所・氏名・電話番号を明記
　して、１２月２８日（木）までに下記へ。
◆農業振興課　3内線442

　　料理（後期）講習会

対象　県内に在住または在勤の勤労者
とき　平成19年1月12日 ～3月
　9日の第２・４週の金曜日（全５回）
　18：30～20：45 
ところ  勤労青少年ホーム
内容　学んで｢センスアップ｣できる
　料理
定員　先着１８人
受講料　５,０００円 
申込み  １２月１１日（月）  ９：００から
　電話で下記へ。
◆勤労青少年ホーム　3５２３-３１２２

   きもの着付(後期)講習会 

対象　県内に在住または在勤の勤労者
とき　平成19月1月10日～3月
　7日の水曜日（全９回）
　18：30～20：30
ところ  勤労青少年ホーム
内容　一人で着付（お太鼓結び）が
　できるまで
定員  先着２０人
受講料  ２,０００円 
準備品  きもの一式
申込み　１２月１１日（月） ９：００から
  電話で下記へ。
◆勤労青少年ホーム　3５２３-３１２２

　　   初級英会話教室

とき　平成19年1月17日～2月21日
　の毎週水曜日（全６回） 
　19：00～20：30
ところ　商工会館
定員　２５人（抽選）
講師　外国人講師
費用　３,０００円（ただし国際交流協
　会会員は２,０００円）
申込み　１２月２８日（木）までに、ハ
　ガキ（１人１通）に講座名・郵便番
　号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
　電話番号・会員の方は会員と明
　記し下記へ。
◆広報広聴課　3内線220

　　　 パソコン教室

対象　市内に在住・在勤の方でパ
　ソコンを持参できる方
とき　12月13日（水）、14日（木）、
　18日（月）、19日（火）　
　19：00～21：00
ところ　大里商工会 会議室
内容　ワードコース（４日間）
費用　２,０００円（テキスト代など） 
定員　先着１０人
申込み　１２月１２日（火）までに電話
　で下記へ。
◆大里商工会　3０４９３-３９-０４８２
　吉所敷６３７

  やさしいお店プロジェクト　
  第２回 接客士認定講習会

　介助が必要な高齢者や障害者等
の気持ちを理解し、技術をもって接
客できる店主・店員を「接客士」、
お店を「やさしいお店」として認定
します。

※４日間すべてに参加できる方が対象。 
受講料　１,０００円 
定員　先着５０人
申込み　電話でＮＰＯ法人　ＩＫＧコミュニティ
　（3５２７-１８２１）へ。
◆商業観光課　3内線477

　  赤十字救急法講習会
     （一般・AED講習） 

受講資格　満１５歳以上で、終日参

　加できる方

とき　平成19年1月25日（木）、 

　26日（金）の２日間

　10：00～16：00

ところ　大里保健センター

募集人員　２０人（抽選）

受講料　２，０００円（教本、保険料）

募　集募　集
　市民グライダー
　　　  搭乗会参加者募集

対象　市内在住の１５歳以上の健康
　な方（中学生は除く）
とき　平成19年1月6日（土）
　9：00～16：00
ところ　妻沼グライダー滑空場
費用　１,０００円（保険料等） 
定員　１５人（抽選・1世帯1人）
申込み　ハガキに、住所・氏名・
　生年月日・電話番号を明記し、
　１２月２０日（水）（当日消印有効）
　までに下記へ。
◆妻沼行政センター産業課
　〒３６０-０２９２　弥藤吾２４５０

   第３２回 公募 熊谷市
　   勤労者文化展作品募集

とき　平成19年1月25日（木）～29日（月）
ところ　八木橋百貨店８階 カトレアホール
出品資格　市内に在勤または在住
　する勤労者およびその家族で、
　１５歳以上の方
出品種目　絵画・書・写真・手工
　芸（手芸・工芸）・彫刻
※他の公募展に陳列された作品は
　出品できません。
出品点数　1人1種目1点
出品料　１点につき１,０００円
作品搬入　平成１９年１月２１日（日）
　１３：００～１７：００ 市民ホール
 （熊谷中央公民館）
※申込書は搬入時に提出してくだ
　さい（市民ホールにもあります）。
◆商業観光課　3内線499

１
日
目     

２
日
目    

３
日
目    

４
日
目

平成19年
1月16日（火）
  18：00～21：00 

1月30日（火）
  18：00～21：00 

2月13日（火）  
   9：00～12：00または 
 13：30～16：30 

2月27日（火）
  18：00～21：00 

熊谷会館

熊谷地区
消防本部

熊谷会館

と　　　　　き　　    と こ ろ

申込み　１２月２５日（月）までに、

　ハガキにコース名として「会場名
   （大里保健センター）」と明記の
　上、郵便番号・住所・氏名・性別・
　生年月日・電話番号を明記し下
　記へ。受講決定者には受講案内
　を送付します。
◆日本赤十字社埼玉県支部 救急法係　
　3０４８-８２９-２６８１
　〒３３０-００６２　さいたま市浦和区仲町３-２-２３
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 ワークメイト大里会員募集中

入会できる方　・大里地域内の中小
　企業に勤務する事業主および従業員
　・大里地域外の中小企業に勤務して
　いて、大里地域内に居住している事
　業主および従業員
会費　１人１か月　５００円
主な事業　◎給付事業：結婚・出
　産・勤続祝金 など
　◎福利厚生事業：東京ディズニ
　ーリゾートツアー、紅葉狩り、
　料理教室 など
　◎各種利用補助：宿泊、指定レジ
　ャー施設、観劇・コンサート など
◆（財）大里地域中小企業勤労者福祉
　サービスセンター（ワークメイト大里）
　3５２４-６６５５

 熊谷理療技術高等盲学校
　　　　　理療科生徒募集
（あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師課程）

入学資格　中学校卒業以上の学歴
　をお持ちの方で、視力または視
　機能に高度の障害があり、盲学
　校における教育が適当とされる
　方（年齢制限なし）
卒業時の資格　あん摩マッサージ
　指圧師国家試験受験資格・はり
　師、きゅう師国家試験受験資格
募集期限　平成１９年４月２５日（水）
※入学希望者と連絡調整の上、選
　考。相談・見学は、随時受付。
◆熊谷理療技術高等盲学校
　3５２１-０１６４

試　験試　験

        市職員採用試験
（幼稚園教諭・技能労務職）

　熊谷市職員採用試験を平成19年
1月28日（日）に実施します。
　受験内容・申込書は、12月18日
（月）から職員課で配布する予定です。
　なお、詳細については、市報1月
号および市ホームページに掲載し
ます。

◆職員課　3内線238

 熊谷市医師会
       看護専門学校学生募集

募集人員　４０人
  （指定校推薦入学者若干名を含む）
願書受付　平成19年1月9日（火）
　～15日（月）（土・日曜日を除く）
試験日　平成19年1月20日（土）、
　21日（日）　8：50～15：30
試験会場　熊谷市医師会看護専門学校
試験科目　第１日目：国語、小論文、看
　護一般、解剖生理　第２日目：面接
◆熊谷市医師会看護専門学校
　3５２１-３９０６　大原１-５-２８

　熊谷市医師会附属
        准看護学校学生募集

募集人員　４５人（推薦入学者を含む）
願書受付　平成19年1月19日（金）
　～2月2日（金）（土・日曜日を除く）
試験日　平成19年2月8日（木）
試験会場　熊谷市医師会附属准看
　護学校
試験科目　国語・数学・作文・面接
◆熊谷市医師会附属准看護学校　
　3５２３-１０２０　大原１-５-２８

 深谷大里看護専門学校学生募集

受付期間（一般対象） 平成19年1月
　5日（金）～19日（金）（土・日曜日、祝日を除く） 
試験日　平成19年2月2日（金）
◆深谷大里看護専門学校
　3５８７-１３７０

　 　予備自衛官補募集

応募資格　一般：１８歳以上３４歳未
　満の男女
　技能：１８歳以上で保有する技能
　に応じ５３歳～５５歳未満の男女
受付期間  平成19年1月上旬～４月上旬　
１次試験　平成19年4月上旬
試験場所　陸上自衛隊朝霞駐屯地（予定）

　平成１９年３月入隊２等陸・海・空士
　を、３月まで随時募集しています。
応募資格　平成１９年４月１日現在、
　１８歳以上２７歳未満の男子
※問合せ、願書・資料の請求は下記へ。
◆自衛隊埼玉地方協力本部　熊谷地域事務所　 
　3５２２-４８５５

スポーツスポーツ
　市民スキー大会兼
　　  県体スキー市予選会

対象　市内在住・在勤または在学

　の小学生～一般

とき　平成19年1月7日（日）

ところ　八海山麓スキー場（新潟県）

※上越新幹線『浦佐駅』下車

種目　○一般：回転・大回転　

　○クラブ対抗：大回転（以上の

　種目は、選手権を兼ねる）

　○高校生、中学生、小学生：回

　転・大回転

参加費　３，０００円（高校生以下は

　１，５００円）、 保険料は別途２００円

申込み　１２月２２日（金） までに費用

　を添えて保健体育課または教育

　委員会大里事務所・妻沼事務所へ。 

◆熊谷市スキー連盟（神沼宅） 

　3５２４-８３８１

◆保健体育課　3内線391

　　 市民スキー講習会

対象　市内在住・在勤の１６歳以上

　の方

とき　平成19年2月9日（金）～

　2月11日（日・祝）

ところ　万座温泉スキー場（群馬県） 

指導者　全日本スキー連盟公認指導員

定員　先着４５人

参加費　２５,０００円（宿泊代・講習

　料・交通費・保険料等）

※リフト代・昼食代は自己負担

申込み　平成１９年１月９日（火）から費

　用を添えて保健体育課または教育

　委員会大里事務所・妻沼事務所へ。

◆保健体育課　3内線391

         少林寺拳法教室

対象　小学生～一般

とき　①７期：平成19年1月19日

　～2月26日 ②８期：平成19年

　3月2日～4月6日　月・金曜日

　19：00～20：50（全１１回） 

ところ　武道館（江波３６３）

定員　各期先着３０人

●熊谷市役所3048-524-1111〒３６０-８６０１宮町2丁目４７-１
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参加費　小・中学生：１，０００円、
　一般：２，０００円（保険料等）
申込み　１２月７日（木）から参加費
　を添えて保健体育課または教育
　委員会大里事務所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　3内線391

   ダイエットダンササイズ 
　　　（後期）講習会

対象　県内に在住または在勤の勤労者
とき　平成19年1月13日 ～2月
　10日の土曜日（全５回）19：00
　～20：30
ところ　勤労者体育センター
内容　エアロビックダンシングに
　よる健康づくり
定員　先着２５人
受講料　２,０００円 
申込み　１２月１２日（火）  ９：００から 
　電話で下記へ。  
◆勤労青少年ホーム　3５２３-３１２２

　　  鳴子踊り講習会
　　 ～南中ソーラン～

対象　一般男女
とき　平成19年2月7日～28日　
　毎週水曜日（全４回）　19：00
　～20：00
ところ　熊谷文化創造館さくらめ
　いと 月のホール
参加費　１，５００円（保険料等）
定員　先着４０人
申込み　１２月１３日（水）から費用を
　添えて市レク協会事務局（保健
　体育課内）または教育委員会大里
　事務所・妻沼事務所へ。　　　
◆保健体育課　3内線391

 熊谷運動公園屋内プール「アクアピア」
    年末年始期間臨時営業

◆熊谷運動公園屋内プ－ル事務室
　3５３３-９１００

     臨時営業日　　
 12/28（木）
　    29（金）
　    30（土）
　    31（日）
 1 /  1（月・祝）
        2（火）
        3（水）
        4（木）

     臨時営業時間
通常どおり営業

 9：30～12：30
13：30～16：30

休業日

 9：30～12：30
13：30～16：30
通常どおり営業

  第７４回 埼玉県駅伝競走大会
  交通規制・沿道声援のお願い

とき　平成19年1月21日（日）

コース　寄居町から上尾市まで

市内通過時刻　

　10：00頃～11：30頃まで

主な市内通過点　大麻生地区→国

　道１４０号線→幹線１号線→幹線

　３号線→荒川通り線→万平公園
  （熊谷中継所）→久下地区
※埼玉県駅伝競走大会には県内から
　選ばれたランナーが参加します。
　ランナーが安全で快適に走れる
　ように、沿道での声援およびコ
　ースの安全確保、交通規制への
　ご理解、ご協力をお願いします。
◆保健体育課　3内線392

◆エントリーセンター　3０３-３７１４-７９２４
◆保健体育課　3内線391
　

　男子　一般、壮年
　女子　一般
　男子　一般、壮年、ジュニア
　女子　一般
　男子　一般・壮年、中学生
　女子　一般､ジュニア、中学生
　男子　小学５年生、６年生
　女子　小学５年生、６年生
　男子　小学４年生
　女子　小学４年生
　小学１～３年生の親子ペア
　小学１～３年生の親子ペア

 ハーフマラソン
　　  （２１.０９７５km）

１０ｋｍ

 ５ ｋｍ

２.５ｋｍ

１.２ｋｍ

１.２ｋｍ 親子マラソン男の子
１.２ｋｍ 親子マラソン女の子

一般・壮年　    ３,０００円

ジュニア          １,５００円

中学生　　　　   ５００円

小学生　　　　   ５００円

親子マラソン    ２,５００円

一般1チーム　     ４,０００円
中学生1チーム　  ２,５００円

■募集種目

桜の花咲く平成19年3月25日（日）に開催（雨天決行）
＊特別招待選手の吉田香織さんと一緒に走りませんか＊

■対　　象　18歳（高校生不可）以上　
■ボランティア日時　平成19年1月27日（土）  8：00～12：30  ※雨天の場合、1月28日（日）　
■業務内容　受付、コース観察・誘導、パソコン入力等　　　　
■申 込 み　12月22日（金）までに大会事務局（教育委員会妻沼事務所）で所定の用紙に
　　　　　　記入するか、もしくは電話で申込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　 　◆教育委員会妻沼事務所　3５８８-１３２１（内線341）

 平成19年1月27日（土）に開催 ※雨天の場合、1月28日（日）
開会式 8：30　集合・発着点  妻沼中央公民館

■申 込 み　参加申込書は、大会事務局（教育委員会妻沼事務所）、妻沼中央公民館、保健
　　　　　　体育課、教育委員会大里事務所で配布しています。
　　　　　　12月22日（金）までに郵便振替か直接上記窓口で申込みください。
■参 加 費　　　　　　　　　 ■募集種目

５区間１２.１ｋｍ
中学生男子・女子
一般男子・女子（高校生以上）

　市民ボランティア募集
  市民手づくりマラソンを目指して、市民の皆さんから役員のボランティアを募集します。
■募集人員　先着５０人・１８歳（高校生不可）以上
　　　　　　※平成19年2月25日（日）の事前説明会に必ず出席できる方
■ボランティア日時　平成19年3月25日（日） 7：30～13：00
■業務内容　運動公園内の交通整理、接待係、賞状の浄書、競技場内の給水係等
■募集期間　12月11日（月）～平成19年1月15日（月）
■申 込 み　大会事務局（保健体育課）で所定の用紙に記入するか、もしくは電話・ＦＡＸ
　　　　　　で申込みください。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆保健体育課　3内線392

参加チーム（1チーム5人）募集

市民ボランティア募集

　参加者募集
■申込み　参加申込書は、各行政センター・各出張所・公民館でも配布しています。
　2月9日（金）までに郵便振替か直接、保健体育課（市役所６階）または教育委員会大里事
　務所・妻沼事務所の窓口で申込みください。
■参加費

なんちゅう



●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）
　相　談　名

法　　　　　律

税　　　　　務

行　　　　　政

登　記（注１）

行政書士（注２）

不　　動　　産

住　　　　　宅

消　費　生　活

金融よろず相談
(中小企業向け)

特　設　人　権

生　活　相　談

　 　 問　　合　　せ

市民相談室
　3524-1111　内線460・461
妻沼行政センター総務税務課
　3588-1321　内線305

市民相談室3524-1111内線460・461

妻沼行政センター総務税務課
  3588-1321　内線304

大里行政センター総務税務課
　30493-39-0311

妻沼行政センター総務税務課
　3588-1321　内線305

市民相談室
3524-1111　内線460・461

　　〃　　内線283

商業観光課
　3524-1111　内線467

人権政策課
　3524-1111　内線356

人権政策課
　3524-1111　内線262

　　場　　　　　所

市民相談室（市役所１階）

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

妻沼勤労福祉会館（２階相談室）

市民相談室（市役所１階）

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

商工会館

大里コミュニティセンター

めぬま農業研修センター

林集会所（別府３丁目44）

　時　　間

13：00～16：00
（要予約）

　　　〃

13：00～16：00

13：00～15：20

10：00～15：00

　　　〃

　　　〃

10：00～16：00

10：00～15：00

9：00～12：00

13：00～16：00

9：30～16：00

13：00～16：00
　（要予約）

10：00～15：00

13：30～16：30

　相　談　日

12/７㈭・21㈭
1/４㈭

12/14㈭・28㈭
1/11㈭

12/14㈭･1/11㈭

1/10㈬

12/20㈬・1/17㈬

12/５㈫・１/９㈫

12/14㈭・１/25㈭

1/22㈪

12/４㈪・１/15㈪

12/19㈫・１/16㈫

12/26㈫・１/23㈫

毎週月・火・水・金曜日
　（木・祝日を除く）

12/１㈮・１/５㈮

12/14㈭・１/11㈭

12/７㈭・１/４㈭

12/21㈭

12/６㈬

　　相　談　員

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士

行政書士

宅地建物取引主任者

建築士

消費生活相談員

中小企業診断士

人権擁護委員

生活相談員・市職員

※相談時間は、午前中は12時まで、午後は13時からです。

北部地域創造センター
　　　　　　　3522-6506

　　　〃　　　3521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　　　　3524-0999

北部産業労働センター
　　　　　　　3523-2817

さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　　　　3524-8805

法　　　律（県）

県 民 相 談（県）

交通事故相談（県）

消費生活相談（県）

労 働 相 談（県）

常 設 人 権（国）

弁護士

県民相談員

交通事故相談員

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１～３水曜日（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

　　　　　〃

　　　　　〃

第１～４金曜日（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00（要予約）

9：00～16：00

　〃

9：30～16：00

10：00～12：00
　（要予約）

9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
　（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
　　（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局

市民相談室
3524-1111　内線460・461

特許活用相談会（県） 特許情報活用
支援アドバイザー

12/13㈬ 13：00～17：00
埼玉県産業技術総合センター
北部研究所（末広2-133）

知的財産総合支援センター埼玉
　　　　　　3048-647-4245

コミュニティセンター

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

12/1㈮

12/8㈮

12/15㈮

結　婚　相　談　結婚相談員 13：00～16：00

社会福祉協議会熊谷支所3521-2735

社会福祉協議会大里支所30493-39-0471

社会福祉協議会妻沼支所3588-2888

市報くまがや  平成18年（2006）12月  20

毎
月
第
3
金
曜
日
は
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
日
」
、
毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。

（注１）12月の登記相談はお休みです。
（注２）12月の行政書士相談は、自動車登録、自動車相続、車庫証明申請等についてです。
　　　　 １ 月の行政書士相談は、遺産分割協議書、遺言についてです。

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日は除く）

 1 /12（金）

12/22（金）・ 1 /26（金）　

12/13（水）・20（水）
 1 /10（水）・17（水）

暮らしの
アドバイス
暮らしの
アドバイス

相談相談

子どもの電話相談子どもの電話相談
●教育上の悩み・不安について
　電話教育相談 教育研究所　
　3５２４-１１１１　内線３８３
●ひとりで悩まないで相談しませんか
　子どもスマイルネット（県）　
　3０４８-８２２-７００７
●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめ など
　毎週火・金曜日　9：00～16：00
　北部少年サポートセンター 熊谷相談室
　（埼玉県警）　
　3５２４-４０１６

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
・子どもあんしんダイヤル　
　3５２７-２７００（家庭児童相談室直通）
　　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日
　　12月22日（金）・1 月26日（金）
　　9：00～16：00（要予約）
・熊谷児童相談所（県）　3５２１-４１５２
●いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育110番　3５２５-７８３０（直通）
●不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談（月曜日休）3５２３-１５７０（直通）

  

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室  3599-0015

男女共同参画推進センター 相談のご案内
　配偶者等からの暴力（ＤV）を中心に、暴力被害に伴う夫
婦間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要因とな
る問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

電話・面接相談

弁護士による相談
（要予約）
臨床心理士による相談
（要予約）
保健師による相談
（要予約）

  9：00～17：15

13：30～15：00

  9：00～16：00

13：30～15：30

相　談　名　　　　　　相　談　日　　　　時　　間
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談
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ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
の
た
め
の
料
理
教
室

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

相
談
員
　
保
健
師

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

女
性
専
門
健
康
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
女
性
の
体
は
と
て
も
繊
細
で
す
。

女
性
特
有
の
体
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、

健
康
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
平
成
19
年
１
月
12
日
︵
金
︶

　
14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
保
健
師

※
相
談
内
容
が
も
れ
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
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と
き
　
平
成
19
年
１
月
18
日
︵
木
︶

　
９
時
45
分
〜
11
時
30
分︵
予
約
制
︶

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
臨
床
心
理
士
・
保
健
師
等

費
用
　
無
料

※
相
談
内
容
が
も
れ
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー ●問合せ

熊谷保健センター3526-5737　大里保健センター30493-39-1115　妻沼保健センター3588-1516
　　〒360-0014箱田1-2-39　　　　　　〒369-0107向谷373-1　〒360-0292弥藤吾2441-1

母子健康センター3525-2722　在宅ケアセンター　　3526-1256　健康づくり課　　3528-0601
〒360-0812大原1-5-36　　　〒360-0812大原1-5-36　〒360-0014箱田1-2-39
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と
　
こ
　
ろ

上
　
之
　
荘

別
　
府
　
荘

市
役
所
１
階
ホ
ー
ル

休
日
歯
科
健
診

マ
マ
パ
パ
教
室

12
月
の
献
血

歯
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

対
象
　
市
内
在
住
の
成
人
の
方

と
き
　
平
成
19
年
２
月
４
日
︵
日
︶

　
９
時
15
分
〜
10
時
30
分
︵
申
込

　
時
に
時
間
を
指
定
し
ま
す
。︶

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
・

　
相
談
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ

　
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
だ
液
の
検

　
査
︵
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
が
わ

　
か
る
検
査
︶

定
員
　
先
着
30
人

費
用
　
無
料

申
込
み
　
12
月
14
日
︵
木
︶か
ら
電

　
話
で
左
記
へ
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

と
き
　
12
月
26
日(

火)

　
９
時
30
分
〜
13
時

と
こ
ろ
　
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
30
人

費
用
　
２
０
０
円
︵
材
料
代
︶

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん

申
込
期
間
　
12
月
15
日
︵
金
︶ま
で

　
に
電
話
で
左
記
へ
。

◆
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

　
初
め
て
マ
マ
、
パ
パ
に
な
る
方

の
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
、
育
児
に

つ
い
て
の
準
備
講
座
で
１
コ
ー
ス

３
日
間
で
す
。

対
象
　
市
民
の
方
で
初
妊
婦
と
夫

※
妊
婦
さ
ん
の
体
調
の
良
い
時
で

　
あ
れ
ば
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き
　
平
成
19
年
１
月
11
日
・
18

　
日
・
25
日
の
木
曜
日

　
受
付
　
12
時
45
分
〜

　
講
義
　
13
時
〜
16
時
頃

と
こ
ろ
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
25
組
︵
予
約
制
︶

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

　
用
具

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
　
ひ
き
こ
も
り
の
方
︵
明
確

　
な
精
神
疾
患
ま
た
は
発
達
障
害

　
を
除
く
︶
を
抱
え
た
家
族
の
方

と
こ
ろ
　
熊
谷
地
方
庁
舎
３
階

　
多
目
的
室

定
員
　
10
人
程
度

費
用
　
無
料

申
込
み
　
平
成
19
年
１
月
26
日︵
金
︶

　
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
。

◆
熊
谷
保
健
所
︵
精
神
保
健
担
当
︶

　
　
　
　

3
５
２
３-

２
８
１
１

　　　内　　　　　　　容

講義
「ひきこもりを理解するために」
　～家族に必要な基本的知識～
　　　　　（定義・原因・現状等）

講義
「家族に出来ること、必要なこと」
　～家族が出来る対応について～
（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方・問題行動
への対処法・家族自身のこと等）

家族または当事者の体験報告
参加者同士のフリートーキング

　と　　き

平成19年
１月30日（火）
13:30～16:00

２月６日（火）
13:30～16:00

２月13日（火）
13:30～16:00

と
こ
ろ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
で
つ

　
く
る
子
育
て
の
会
わ
ら
し
べ
の

　
里

ホ
ー
ル

講
師
　
小
林
敏
宏
氏
︵
こ
ば
や
し

　
小
児
科
︶

内
容
　
こ
ど
も
の
発
熱
嘔
吐
な
ど

　
急
病
時
に
役
立
つ
知
識
を
小
児

　
科
医
師
か
ら
伺
い
ま
す
。

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
左
記
ヘ
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
で
つ
く
る
子

　
育
て
の
会
わ
ら
し
べ
の
里

　
3
５
８
８-

７
９
７
０︵
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
も
同
番
号
︶

　
善
ケ
島
１
７
７
４

小
児
救
急
医
療
研
修
会

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
の
急
病
！

と
き
　
12
月
９
日
︵
土
︶
　
13
時
30

　
分
〜
14
時
30
分

と
き
　
12
月
25
日︵
月
︶
10
時
〜
12

　
時
、
13
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

◆
健
康
づ
く
り
課

と
き
　
12
月
28
日︵
木
︶
13
時
30
分

　
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
大
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
ン
タ
ー

◆
大
里
保
健
セ
ン
タ
ー

お
う

と
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